
【番組名】『命をつなぐ～希望の医療・臓器移植～』 
           

【放送日時】 

HBC（北海道放送） 12 月 23 日（祝）午前 10:25 ～ 11:20 （北海道のみ） 

BS-TBS        12 月 28 日（日）午後 14:00 ～ 15:00 （全国ネット） 

     

【出演者】 

  谷村志穂（小説家） 

  古川博之（旭川医科大学第二外科教授）ほか 

 

【内容・見どころ】 

臓器移植は難病で苦しむ患者の臓器を、提供してもらった臓器と置き換える医療

です。臓器移植をしなければ、いずれ患者の命が失われる可能性が大きく、移植が

唯一の選択肢であるため「究極の医療」と言われます。世界でも先端医療先進国の

日本ですが、この臓器移植に関しては臓器の提供がきわめて少なく、なかなか進み

ません。例えば心臓の場合、移植を希望しながらも間に合わず、およそ 3割の患者が

亡くなっています。腎臓の場合では、待機年数が 14 年にも及び、患者の高齢化が進

んでいます。 

この秋、東京で開催された日本移植学会。その会場に一人の女性がいました。小

説家の谷村志穂さんです。谷村さんは臓器移植をテーマにした小説を執筆中で、取

材のため訪れた学会で、印象的なビデオと出会いました。それは、臓器移植の父と言

われ世界的に著名な外科医、アメリカのトーマス・スターズル博士からのメッセージで

した。「臓器移植が世界中に広がったのは、日本人医師たちの活躍があったからこ

そ」というコメント。移植後進国と言われるわが国ですが、臓器移植の進歩の裏には、

実は日本人が大きな役割を果たしていた・・・。それは何故か？彼女の小説家魂に火

がつきました。 

1980 年代後半に臓器移植医療の総本山とも言われ、スターズル博士が教授を務

めていたピッバーグ大学病院。臓器移植発展の鍵や当時活躍していた若き日本人医

師たちの足跡を求めて、谷村さんはアメリカに向かいました。カメラは谷村さんを追っ

てピッツバーグへ。臓器移植の源流を共に旅します。そこで彼女が出会ったのは、新

たな目標を探しに、北海道からかつての研鑽の地を訪れていた移植外科医でした。

小説家が汲み取った医師の心情とは。そしてスターズル博士への独占インタビューか

ら見えてきた真実とは。 

一方、臓器の提供を待ちわびる患者の多い日本では、「置き去りにしてきた人生を

取り戻したい」と提供の連絡を待ちわびる心臓病の患者が、切ない胸の内を吐露しま

す。また幸い肺の移植を受けて健康を取り戻した高校教師は、命の大切さを生徒た

ちに伝えたいと情熱を燃やします。辛い入退院の末に「止まった時計の針は、再び動

き出すのか」。希望の光の先を見つめる患者たち、奮闘する医師たちの姿。厳しい現

実や問題点も探りながら、人々の思いに寄り添う、医療ドキュメント番組です。 
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